
(57)【要約】

【課題】テカリのない、意匠性に優れたカーテン用基材

及びアコーディオンカーテンを提供する。

【解決手段】カーテン用基材１は、可視性シート２の一

方の全表面に一体化される不織布３を備えており、可視

性シート２の他方の面には凹凸が形成された凹凸面４を

有する。ここで、不織布３の目付は、２５ｇ／ｍ２ 以下

であり、不織布３の繊度は、６～３０ｄｔｅｘである。

また、不織布３は、連続フィラメントから構成される。

これにより、テカリのない、意匠性に優れたカーテン用

基材１が得られる。また、カーテン用基材１は、凹凸面

４が外側になるように配置され、耐摩耗性に優れたアコ

ーディオンカーテン１０が得られる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
カ ー テ ン 用 基 材 で あ っ て 、
可 視 性 シ ー ト と 、
こ の 可 視 性 シ ー ト の 一 方 の 面 の 全 面 に 一 体 化 さ れ る 不 織 布 と を 備 え 、
前 記 可 視 性 シ ー ト の 他 方 の 面 に 凹 凸 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 カ ー テ ン 用 基 材 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 凹 凸 は 、 シ ボ 加 工 に よ り 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の カ ー テ ン 用
基 材 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 不 織 布 の 目 付 は 、 ２ ５ ｇ ／ ｍ ２ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載
の カ ー テ ン 用 基 材 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 不 織 布 の 構 成 繊 維 の 繊 度 は 、 ６ ～ ３ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～
３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の カ ー テ ン 用 基 材 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 不 織 布 は 、 連 続 フ ィ ラ メ ン ト か ら な る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １
項 に 記 載 の カ ー テ ン 用 基 材 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の カ ー テ ン 用 基 材 の 凹 凸 が 形 成 さ れ る 面 が 外 側 に
配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 ア コ ー デ ィ オ ン カ ー テ ン 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 カ ー テ ン 用 基 材 及 び ア コ ー デ ィ オ ン カ ー テ ン 、 特 に 、 テ カ リ の な い 意 匠 性 に 優
れ る カ ー テ ン 用 基 材 及 び こ の カ ー テ ン 用 基 材 を 用 い た ア コ ー デ ィ オ ン カ ー テ ン に 関 す る も
の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 よ り 住 み や す い 居 住 空 間 を 得 る た め に 、 ア コ ー デ ィ オ ン カ ー テ ン や 間 仕 切 り 、 遮 光
板 、 ブ ラ イ ン ド 等 が 使 用 さ れ て い る 。 特 開 昭 ５ ７ － ２ ０ ６ ４ １ ７ 号 公 報 に は 、 熱 可 塑 性 樹
脂 を 主 体 と す る ア ル ミ 蒸 着 フ ィ ル ム の 両 面 に 、 熱 可 塑 性 樹 脂 か ら な る 不 織 布 層 を 介 し て 、
熱 可 塑 性 樹 脂 か ら な る 化 学 繊 維 シ ー ト を 重 合 し 、 こ れ ら の 三 者 を 部 分 的 に 溶 着 し て 一 体 化
し た 断 熱 カ ー テ ン 材 が 開 示 さ れ て い る 。 し か し 、 化 学 繊 維 シ ー ト 等 を 部 分 的 に 溶 着 し て い
る た め 、 溶 着 し た 部 分 に 幾 何 学 的 な 模 様 は 生 じ る が 、 意 匠 性 に 乏 し く 、 単 調 な 外 観 を 有 す
る カ ー テ ン 材 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 、 不 織 布 と 熱 可 塑 性 樹 脂 シ ー ト 等 と の 積 層 体 が 例 え ば 特 開 昭 ５ ７ － １ ６ ５ ５ ８ ５ 号 公
報 に 開 示 さ れ て い る 。 し か し 、 積 層 体 の 表 面 は 光 沢 が あ り テ カ リ を 生 じ 、 意 匠 性 が 不 十 分
な も の で あ っ た 。 さ ら に 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ２ ７ ３ ０ ７ 号 公 報 は 、 合 成 樹 脂 基 材 の 両 面 に
不 織 布 を 積 層 し た 間 仕 切 り 材 、 ブ ラ イ ン ド 等 に 使 用 す る 積 層 体 を 開 示 し て い る 。 不 織 布 を
両 面 に 積 層 し て い る た め 繊 維 密 度 が 高 く な る が 、 そ れ で も な お テ カ リ が 残 り 、 意 匠 性 に 欠
け る も の で あ っ た 。 そ こ で 、 こ の 積 層 体 の 場 合 に は 、 意 匠 性 を 付 与 す る た め に 不 織 布 の 表
面 に 装 飾 印 刷 層 を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
以 上 の よ う に 、 従 来 の カ ー テ ン 用 基 材 は 、 テ カ リ が 残 り 、 意 匠 性 に 欠 け る も の で あ る と い
う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は こ の よ う な 従 来 の 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 テ カ リ の な い 、 意 匠
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性 に 優 れ た カ ー テ ン 用 基 材 及 び ア コ ー デ ィ オ ン カ ー テ ン を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 カ ー テ ン 用 基 材 で あ っ て 、 可 視 性 シ ー ト と 、 こ の 可 視 性
シ ー ト の 一 方 の 面 の 全 面 に 一 体 化 さ れ る 不 織 布 と を 備 え 、 前 記 可 視 性 シ ー ト の 他 方 の 面 に
凹 凸 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 カ ー テ ン 用 基 材 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 前 記 凹 凸 が シ ボ 加 工 に よ り 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 前 記 不 織 布 の 目 付 が ２ ５ ｇ ／ ｍ ２ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ４ に 係 る 発 明 は 、 前 記 不 織 布 の 構 成 繊 維 の 繊 度 が ６ ～ ３ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ で あ る こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ５ に 係 る 発 明 は 、 前 記 不 織 布 が 連 続 フ ィ ラ メ ン ト か ら な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ６ に 係 る 発 明 は 、 前 記 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の カ ー テ ン 用 基 材 の 凹 凸
が 形 成 さ れ る 面 が 外 側 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 ア コ ー デ ィ オ ン カ ー テ ン で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 可 視 性 シ ー ト の 一 方 の 面 の 全 面 に 一 体 化 さ れ る 不 織 布 の 意 匠 性
を 利 用 で き 、 可 視 性 シ ー ト の 他 方 の 面 に 形 成 さ れ る 凹 凸 に よ り テ カ リ を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 可 視 性 シ ー ト の 凹 凸 を シ ボ 加 工 に よ り 付 与 す る の で 、 カ ー テ ン
の 製 造 時 に 可 視 性 シ ー ト 同 士 が 貼 り 付 か ず 、 作 業 性 が 大 幅 に 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 不 織 布 の 目 付 を ２ ５ ｇ ／ ｍ ２ 以 下 に 少 な く す る こ と に よ り 意 識
的 に ム ラ を 作 り 、 意 匠 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 不 織 布 の 構 成 繊 維 の 繊 度 が ６ ～ ３ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ の あ る 程 度 太 い 繊
維 を 使 用 し て 意 識 的 に ム ラ を 作 り 、 意 匠 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
請 求 項 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 不 織 布 が 連 続 フ ィ ラ メ ン ト か ら な る の で 、 繊 維 の 端 点 が 少 な く
、 摩 擦 に よ っ て も 繊 維 が 脱 落 し に く い カ ー テ ン 用 基 材 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
請 求 項 ６ の 発 明 に よ れ ば 、 ア コ ー デ ィ オ ン カ ー テ ン は 、 以 上 の よ う な カ ー テ ン 用 基 材 の 凹
凸 が 形 成 さ れ る 面 が 外 側 に 配 置 さ れ て い る の で 、 使 用 時 に 不 織 布 に 直 接 接 触 せ ず 、 耐 摩 耗
性 に 優 れ た ア コ ー デ ィ オ ン カ ー テ ン が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る カ ー テ ン 用 基 材 を 示 す 概 略 側 断 面 図 で あ り 、 図 ２ は そ
の 概 略 斜 視 図 で あ る 。 こ れ ら の 図 に お い て 、 カ ー テ ン 用 基 材 １ は 、 可 視 性 シ ー ト ２ の 一 方
の 全 表 面 に 一 体 化 さ れ る 不 織 布 ３ を 備 え て お り 、 可 視 性 シ ー ト ２ の 他 方 の 面 に は 凹 凸 が 形
成 さ れ た 凹 凸 面 ４ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
可 視 性 シ ー ト ２ と し て は 、 反 対 面 の 不 織 布 ３ の 模 様 を 確 認 で き る 程 度 の 可 視 性 を 有 す る こ
と が 望 ま し く 、 軟 質 塩 化 ビ ニ ル が 好 適 に 使 用 で き る 。 ま た 、 他 の 素 材 と し て は 、 ポ リ エ チ
レ ン ナ フ タ レ ー ト 、 ポ リ ア リ レ ー ト 等 の 熱 可 塑 性 ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ
ブ テ ン 等 の ポ リ オ レ フ ィ ン 樹 脂 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 、 ポ リ ア ミ ド 樹 脂 、 テ フ ロ ン （ 登 録 商 標
） 樹 脂 、 ア ク リ ル 樹 脂 、 ア ク リ ロ ニ ト リ ル － ブ タ ジ エ ン － ス チ レ ン 共 重 合 体 、 ウ レ タ ン 樹
脂 等 の 合 成 樹 脂 が 使 用 で き る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
不 織 布 ３ は 、 連 続 フ ィ ラ メ ン ト か ら な る ス パ ン ボ ン ド 不 織 布 を 使 用 す る の が 好 ま し い 。 連
続 フ ィ ラ メ ン ト を 使 用 す る こ と に よ り 、 繊 維 の 端 点 が 少 な く 、 摩 擦 に よ っ て も 繊 維 が 脱 落
し に く い カ ー テ ン 用 基 材 が 得 ら れ る 。 ま た 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 繊 維 、 ア ク リ ル
繊 維 、 ポ リ ア ミ ド 繊 維 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 繊 維 、 セ ル ロ ー ス 系 繊 維 等 を 用 い て 乾 式 製
法 又 は 湿 式 製 法 に よ り 製 造 し た も の 、 例 え ば 、 ケ ミ カ ル ボ ン ド 法 、 サ ー マ ル ボ ン ド 法 、 ス
パ ン レ ー ス 法 、 メ ル ト ブ ロ ー ン 法 、 ニ ー ド ル パ ン チ 法 、 ス テ ィ ッ チ ボ ン ド 法 に よ り 製 造 さ
れ た 不 織 布 を 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
不 織 布 ３ の 目 付 は 、 ２ ５ ｇ ／ ｍ ２ 以 下 で あ る の が 好 ま し い 。 不 織 布 ３ の 目 付 が ２ ５ ｇ ／ ｍ
２ を 超 え る と 、 繊 維 が 多 す ぎ て 意 匠 性 に 劣 る こ と に な り や す い 。 好 ま し く は １ ０ ～ ２ ０ ｇ
／ ｍ ２ の 範 囲 の 目 付 で あ る 。 な お 、 目 付 は Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｌ 　 １ ０ ９ ６ ： １ ９ ９ ９ 、 附 属 書 ３ （
繊 維 製 品 － 織 物 － 単 位 長 さ 及 び 単 位 面 積 当 た り の 質 量 の 測 定 ） に よ り 得 ら れ る 値 を 用 い た
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
さ ら に 、 不 織 布 ３ を 構 成 す る 繊 維 の 繊 度 は 、 ６ ～ ３ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ で あ る の が 好 ま し く 、 ６ ～
２ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ で あ る の が よ り 好 ま し い 。 あ る 程 度 太 い 繊 維 を 使 用 す る こ と に よ り 、 意 識 的
に ム ラ を 作 り 、 意 匠 性 を 向 上 さ せ る も の で あ る 。 特 に 、 繊 度 を 上 記 範 囲 に す る と 共 に 目 付
を 少 な く す る と ム ラ が 形 成 さ れ や す く 、 意 匠 性 が 向 上 す る 。 な お 、 こ の 繊 度 は 、 Ｊ ｌ Ｓ 　
Ｌ 　 １ ０ １ ５ 正 量 繊 度 （ Ａ 法 ） に 規 定 す る 方 法 に よ り 得 ら れ る 値 を 用 い た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
不 織 布 ３ は 可 視 性 シ ー ト ２ の 片 面 全 体 に 一 体 化 さ れ て お り 、 部 分 的 な 一 体 化 に よ る 意 識 的
な 単 調 さ と は 異 な り 、 不 織 布 ３ 自 体 の 地 合 を 生 か す こ と が で き る 。 可 視 性 シ ー ト ２ と 不 織
布 ３ と の 一 体 化 は 、 可 視 性 シ ー ト ２ 及 び ／ 又 は 不 織 布 ３ の 融 着 性 、 圧 着 性 な ど を 利 用 し て
達 成 さ れ 、 他 に 接 着 剤 を 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 な お 、 不 織 布 ３ は 可 視 性 シ ー ト ２ の
ア ン カ ー 効 果 に よ り 一 体 化 さ れ て も よ い 。 こ の 場 合 、 不 織 布 ３ は 可 視 性 シ ー ト ２ に め り 込
ん だ 状 態 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
可 視 性 シ ー ト ２ の 凹 凸 面 ４ は 、 シ ボ 加 工 に よ り 形 成 す る の が 好 ま し い 。 ま た 、 凹 凸 面 ４ の
荒 さ は 、 ６ ０ ～ １ ０ ０ メ ッ シ ュ で あ る の が 好 ま し く 、 さ ら に 好 ま し く は ７ ０ ～ ９ ０ メ ッ シ
ュ で あ る 。 凹 凸 面 ４ の 荒 さ が ６ ０ メ ッ シ ュ 未 満 で あ る と 可 視 性 が 悪 く な り 、 １ ０ ０ メ ッ シ
ュ を 越 え る と 可 視 性 シ ー ト ２ の テ カ リ を 十 分 に 抑 え る こ と が で き な い の で 、 上 記 の 範 囲 と
す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
可 視 性 シ ー ト ２ 及 び ／ 又 は 不 織 布 ３ に は 、 各 種 の 機 能 性 物 質 を 付 加 し て 各 種 機 能 を 追 加 す
る こ と が で き る 。 例 え ば 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 防 炎 性 、 難 燃 性 、 帯 電 防 止 性 な ど を 付 与 す
る 機 能 性 物 質 ５ を 添 加 す る こ と が で き る 。 特 に 、 可 視 性 シ ー ト ２ 及 び ／ 又 は 不 織 布 ３ を 顔
料 、 染 料 等 に よ り 着 色 す る と 、 カ ー テ ン 用 基 材 １ の 意 匠 性 が さ ら に 向 上 す る 。 ま た 、 不 織
布 ３ に バ イ ン ダ ー と 顔 料 と を 同 時 に 適 用 し 、 不 織 布 ３ を 着 色 さ せ る と 同 時 に 不 織 布 ３ を 構
成 す る 繊 維 間 及 び ／ 又 は 可 視 性 シ ー ト ２ と の 接 着 強 度 を 向 上 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ４ は 、 上 述 し た カ ー テ ン 用 基 材 １ を 使 用 し た ア コ ー デ ィ オ ン カ ー テ ン １ ０ を 示 す 概 略 斜
視 図 で あ る 。 図 に お い て は 、 ア コ ー デ ィ オ ン カ ー テ ン １ ０ の 取 り 付 け 金 型 具 等 の 図 示 は 省
略 し 、 対 向 す る カ ー テ ン 用 基 材 １ の 一 部 を 示 し て い る 。 カ ー テ ン 用 基 材 １ は 、 そ の 凹 凸 面
４ が 外 側 に 、 不 織 布 ３ が 内 側 に な る よ う に 配 置 さ れ 、 プ リ ー ツ 状 に 折 り 曲 げ ら れ て ア コ ー
デ ィ オ ン カ ー テ ン １ ０ が 構 成 さ れ て い る 。 カ ー テ ン 用 基 材 ２ の 凹 凸 面 ４ が 外 側 に 配 置 さ れ
る こ と に よ り 、 耐 摩 耗 性 に 優 れ た ア コ ー デ ィ オ ン カ ー テ ン １ ０ が 得 ら れ る 。 勿 論 、 カ ー テ
ン 用 基 材 １ の 凹 凸 面 ４ が 内 側 に 配 置 さ れ る ア コ ー デ ィ オ ン カ ー テ ン で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
カ ー テ ン 用 基 材 １ は 、 ア コ ー デ ィ オ ン カ ー テ ン １ ０ だ け で は な く 、 ロ ー ル カ ー テ ン 、 ブ ラ
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イ ン ド カ ー テ ン 、 室 内 や ユ ニ ッ ト バ ス 等 の 間 仕 切 り な ど 種 々 の 用 途 に 適 用 す る こ と が で き
る 。 優 れ た 意 匠 性 を 有 す る カ ー テ ン 用 基 材 １ を 適 用 す る こ と に よ っ て 、 特 に 和 風 調 の 趣 を
付 与 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 実 施 例 】
以 下 、 実 施 例 及 比 較 例 に 基 づ い て 、 本 発 明 を さ ら に 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
実 施 例 １
厚 さ ０ ． ３ ｍ ｍ の 軟 質 塩 化 ビ ニ ル シ ー ト （ 顔 料 、 難 燃 剤 及 び 帯 電 防 止 剤 含 有 ） の 片 面 に 、
繊 度 ６ ． ６ ～ １ １ ｄ ｔ ｅ ｘ の ポ リ エ ス テ ル 繊 維 か ら な る ス パ ン ボ ン ド 不 織 布 （ 厚 さ ： ０ ．
１ ２ ｍ ｍ 、 目 付 ： ２ ０ ｇ ／ ｍ ２ ） を 載 せ 、 加 熱 し た 後 、 一 対 の ロ ー ル 間 を 通 過 さ せ た 。 こ
こ で 、 不 織 布 を 載 せ な い 面 の 軟 質 塩 化 ビ ニ ル シ ー ト に 接 す る ロ ー ル の 表 面 に は 、 凹 凸 が 設
け ら れ て い る （ 以 下 の 実 施 例 ２ 及 び 実 施 例 ３ に お い て も 同 様 ） 。 ア ン カ ー 効 果 に よ り 不 織
布 が 全 面 的 に 接 着 一 体 化 す る と 同 時 に 、 ８ ０ メ ッ シ ュ の シ ボ 付 け し た カ ー テ ン 用 基 材 （ 厚
さ ： ０ ． ３ ２ ｍ ｍ ） が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
実 施 例 ２
厚 さ ０ ． ３ ｍ ｍ の 軟 質 塩 化 ビ ニ ル シ ー ト （ 難 燃 剤 及 び 帯 電 防 止 剤 含 有 ） の 片 面 に 、 繊 度 ６
． ６ ～ １ １ ｄ ｔ ｅ ｘ の ポ リ エ ス テ ル 繊 維 か ら な る ス パ ン ボ ン ド 不 織 布 （ 染 色 済 、 厚 さ ： ０
． １ ２ ｍ ｍ 、 目 付 ： ２ ０ ｇ ／ ｍ ２ ） を 載 せ 、 加 熱 し た 後 、 一 対 の ロ ー ル 間 を 通 過 さ せ た 。
ア ン カ ー 効 果 に よ り 不 織 布 が 全 面 的 に 接 着 一 体 化 す る と 同 時 に 、 ８ ０ メ ッ シ ュ の シ ボ 付 け
し た カ ー テ ン 用 基 材 （ 厚 さ ： ０ ． ３ ２ ｍ ｍ ） が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
実 施 例 ３
厚 さ ０ ． ３ ｍ ｍ の 軟 質 塩 化 ビ ニ ル シ ー ト （ 難 燃 剤 及 び 帯 電 防 止 剤 含 有 ） の 片 面 に 、 繊 度 ６
． ６ ～ １ １ ｄ ｔ ｅ ｘ の ポ リ エ ス テ ル 繊 維 か ら な る ス パ ン ボ ン ド 不 織 布 （ 染 色 済 、 厚 さ ： ０
． １ ２ ｍ ｍ 、 目 付 ： ３ ０ ｇ ／ ｍ ２ ） を 載 せ 、 加 熱 し た 後 、 一 対 の ロ ー ル 間 を 通 過 さ せ た 。
ア ン カ ー 効 果 に よ り 不 織 布 が 全 面 的 に 接 着 一 体 化 す る と 同 時 に 、 ８ ０ メ ッ シ ュ の シ ボ 付 け
し た カ ー テ ン 用 基 材 （ 厚 さ ： ０ ． ３ ２ ｍ ｍ ） が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
比 較 例 １
厚 さ ０ ． ３ ｍ ｍ の 軟 質 塩 化 ビ ニ ル シ ー ト （ 難 燃 剤 及 び 帯 電 防 止 剤 含 有 ） の 片 面 に 、 繊 度 ６
． ６ ～ １ １ ｄ ｔ ｅ ｘ の ポ リ エ ス テ ル 繊 維 か ら な る ス パ ン ボ ン ド 不 織 布 （ 染 色 済 、 厚 さ ： ０
． １ ２ ｍ ｍ 、 目 付 ： ２ ０ ｇ ／ ｍ ２ ） を 載 せ 、 加 熱 し た 後 、 一 対 の ロ ー ル 間 を 通 過 さ せ た 。
こ こ で 、 不 織 布 を 載 せ な い 面 の 軟 質 塩 化 ビ ニ ル シ ー ト に 接 す る ロ ー ル の 表 面 に は 、 凹 凸 が
設 け ら れ て い な い （ 以 下 の 比 較 例 ２ に お い て も 同 様 ） 。 ア ン カ ー 効 果 に よ り 不 織 布 が 全 面
的 に 接 着 一 体 化 し た カ ー テ ン 用 基 材 （ シ ボ 付 け な し 、 厚 さ ＝ ０ ． ３ ２ ｍ ｍ ） が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
比 較 例 ２
厚 さ ０ ． ３ ｍ ｍ の 軟 質 塩 化 ビ ニ ル シ ー ト （ 難 燃 剤 及 び 帯 電 防 止 剤 含 有 ） の 両 面 に 、 繊 度 ６
． ６ ～ １ １ ｄ ｔ ｅ ｘ の ポ リ エ ス テ ル 繊 維 か ら な る ス パ ン ボ ン ド 不 織 布 （ 染 色 済 、 厚 さ ： ０
． １ ２ ｍ ｍ 、 目 付 ： ２ ０ ｇ ／ ｍ ２ ） を 載 せ 、 加 熱 し た 後 、 一 対 の 凹 凸 面 の な い ロ ー ル 間 を
通 過 さ せ 、 ア ン カ ー 効 果 に よ り 不 織 布 が 全 面 的 に 接 着 一 体 化 し た カ ー テ ン 用 基 材 （ シ ボ 付
け な し 、 厚 さ ： ０ ． ３ ４ ｍ ｍ ） が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
評 価
不 織 布 の 意 匠 性 及 び テ カ リ を 総 合 的 に 評 価 し た 。 結 果 を 表 １ に 示 す 。 表 １ 中 、 「 〇 」 は 良
好 、 「 △ 」 は 普 通 、 「 × 」 は や や 劣 る 評 価 を そ れ ぞ れ 示 す 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 表 １ 】
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表 １ か ら 、 実 施 例 １ ～ ２ の カ ー テ ン 用 基 材 で は 、 テ カ リ が 解 消 さ れ 、 意 匠 性 に 優 れ た 基 材
が 得 ら れ た こ と が 判 っ た 。 こ れ に 対 し て 、 比 較 例 １ ～ ２ の カ ー テ ン 用 基 材 に お い て は 、 テ
カ リ が 解 消 さ れ ず 、 意 匠 性 に 劣 る カ ー テ ン 用 基 材 で あ っ た 。 実 施 例 ３ は 、 不 織 布 の 地 合 い
が や や 均 一 で 意 匠 性 に や や 劣 っ て い た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 可 視 性 シ ー ト の 一 方 の 面 の 全 面 に 一 体 化
さ れ る 不 織 布 の 意 匠 性 を 利 用 で き 、 可 視 性 シ ー ト の 他 方 の 面 に 形 成 さ れ る 凹 凸 に よ り テ カ
リ を 防 止 で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 可 視 性 シ ー ト の 凹 凸 を シ ボ 加 工 に よ り 付 与 す る の で 、 カ ー テ ン
の 製 造 時 に 可 視 性 シ ー ト 同 士 が 貼 り 付 か ず 、 作 業 性 が 大 幅 に 向 上 す る と い う 効 果 を 奏 す る
。
【 ０ ０ ３ ８ 】
請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 不 織 布 の 目 付 を ２ ５ ｇ ／ ｍ ２ 以 下 に 少 な く す る こ と に よ り 意 識
的 に ム ラ を 作 り 、 意 匠 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 不 織 布 の 構 成 繊 維 の 繊 度 が ６ ～ ３ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ の あ る 程 度 太 い 繊
維 を 使 用 し て 意 識 的 に ム ラ を 作 り 、 意 匠 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る と い う 効 果 を 奏 す る
。
【 ０ ０ ４ ０ 】
請 求 項 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 不 織 布 が 連 続 フ ィ ラ メ ン ト か ら な る の で 、 繊 維 の 端 点 が 少 な く
、 摩 擦 に よ っ て も 繊 維 が 脱 落 し に く い カ ー テ ン 用 基 材 が 得 ら れ る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
請 求 項 ６ の 発 明 に よ れ ば 、 ア コ ー デ ィ オ ン カ ー テ ン は 、 以 上 の よ う な カ ー テ ン 用 基 材 の 凹
凸 が 形 成 さ れ る 面 が 外 側 に 配 置 さ れ て い る の で 、 使 用 時 に 不 織 布 に 直 接 接 触 せ ず 、 耐 摩 耗
性 に 優 れ た ア コ ー デ ィ オ ン カ ー テ ン が 得 ら れ る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る カ ー テ ン 用 基 材 を 示 す 概 略 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す カ ー テ ン 用 基 材 を 示 す 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 機 能 性 物 質 を 添 加 し た カ ー テ ン 用 基 材 を 示 す 概 略 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 カ ー テ ン 用 基 材 を 使 用 し た ア コ ー デ ィ オ ン カ ー テ ン を 示 す 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … カ ー テ ン 用 基 材 、 ２ … 可 視 性 シ ー ト 、 ３ … 不 織 布 、 ４ … 凹 凸 面 、 ５ … 機 能 性 物 質 、 １
０ … ア コ ー デ ィ オ ン カ ー テ ン 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(7) JP 2004-81702 A 2004.3.18



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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